
高松・まちづくりふれあいトーク～市民と市長の対話集会～ 第７回会議録 
 

日  時 平成１９年７月２４日（火）  午後１時００分 ～ ２時２５分 

場  所 男木コミュニティセンター 

○市長         ○企画財政部長       ○市民部長       ○健康福祉部次長 
○病院部長     ○環境部次長        ○産業部次長     ○都市整備部長 
○消防局次長   ○水道局次長         ○教育部次長     ○文化部次長  

出席者 
（市） 

事務局 ７名 

市  民 ４１名 

概  要 

１  開会 
２  市長あいさつ 
３  資料等説明 
４  意見交換 

意見交換 
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地域防災について，災害時に男木島では，地域の防災会はコミュニティ協議会に

移管している。また，消防団があるが，何処に連絡すればいいか分からない。消防

団には固定電話が無い。電波状態が良くない個人の携帯電話に連絡するということ

に問題はないか。 
2 年前の災害のとき，私のところには一切放送がなく，私の家だけ連絡が届かず取

り残された状態となった。 
 
地域防災と消防のつながりについては，男木の消防団関係については，携帯電話

と固定電話で，災害については逐次指令や連絡をとるようにしている。 
また，屯所のスピーカーや消防団車両等による巡回広報をするなど情報伝達の計

画をたてている。現在 13 名の消防団員の方に地域防災に協力していただいており，

今後，どういうふうに地区内の巡回をすればよいか，消防団と詰めていき，次の災

害に十分生かしていきたい。 
災害が起きたときは，市の防災計画の中で，地域コミュニティの中に（防災会の）

本部が出来，そこと市の本部とで連絡をとりあって，被災状況等が市の水防本部等

に連絡が入り，対応するようにしている。 
今後の問題として携帯電話等，電話連絡等の方式について消防の方で対策を進め

ているのが，デジタル化であり，今以上に情報の交換ができるよう努めているので

理解願いたい。 
 
現場で，いざというときに，どういう情報伝達手段が有効なのか，地元の人が，

こういうやり方が一番いいということを言っていただくことが大事である。そうい

うことをご意見として伺いたい。そして，それをきちっと反映させていきたい。 
 
今後，機能する防災会にしていこうとしている。この他にもいろいろ考えている

事もありますので，後日要望書の提出を考えている。 
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荒天時等で救急船が出られない場合，ドクターヘリとかを市で考えて欲しい。 

 
冬場などで海が荒れていたり，夜間に患者を運ばなければいけないということは

当然あると考えている。 
急患の場合に漁船をチャーターして搬送した場合，定額の実費（夜間２万，昼間

１．５万円）を助成している。その制度を十分に使っていただきたい。 
 
緊急の場合，県の防災ヘリ（男木なら６分くらいで到着）を使うことができる。

全て１１９番通報で対応できる。 
男木の場合ヘリポートが無いので，患者を吊り上げて救助する方法になる。 
また，夜間は照明施設がないので，ヘリを飛ばせない。そのようなときは，海上

保安部と連絡を取り合って対応することにしている。同部と応援協定を結んでいる。 
消防庁でもドクターヘリの積極的に導入も推進して行く計画となっているが，１台

の整備に５億から８億掛かる（難しい）。 
香川県では防災ヘリを１９年度計画し，２０年度更新することになっている。 
 
救急船（漁船）で高松の桟橋に付けても，付き添いがない患者と一緒に船を離れ

て帰ってきたら，船が流されているということがある。 
どこかに自由に付けられる桟橋が欲しい。 

 
港湾は県管理になっているので，対話集会でこういう意見があったということを

県に伝えていきたい。 
 
大井海岸の今の砂止め堤防では，すぐに砂が流されてしまうので，もう一つ砂止

めを設置して欲しい。 
 
産業部の関係であるが，代わってお答えする。 
大井海岸は農林海岸ということで，その施設は県の農林関係の施設である。管理

は市がしているが，県の土地改良関係になるので，市からも県に伝えるが，地元か

ら県に要望してもらったほうが良いと考えている。 
 
豊玉姫神社へ行く人がかなり多いのだが，途中に便所がないため，近所の家の便

所を借らなければならないので，途中に（公衆）便所を設置して欲しい。 
 
公衆便所のことになるので，場所が分からないが，地域の現状や要望を聴いてか

ら検討したい。 
 
サンポートの桟橋のどこかに，普段の買い物にでも漁船をつけておけるように，

市から県に要望してもらいたい。 
 
対話集会でそういう意見が強く出たということで，県にちゃんと伝えておく。 
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市のスポーツ課が借りてヨット関係をつないでいる高松マリーナの場所の一角

に，女木男木の離島の人の係船場所に融通をつけてもらえないか。あそこなら市の

方で対応できるのではないか。 
県の係船施設は一日 2,500 円と高額であり，島民に必要不可欠なものであるので，

十分検討して欲しい。 
 
市民スポーツ課が同席していないので，（持ち帰って）市の内部で検討してみます。 
 
旧公民館が無茶苦茶になっている。灯台に行く道で通るところであり，環境に悪

い。アスベストだけでも撤去できないのか。 
 
旧公民館は漁業組合の所有物ということでは，市がどうこうすることはできない。 
 
公民館という限りは，市が関係ないというのはおかしい。市が漁協にお願いする

のが市民部の格好じゃないのか。なんでも地元にやれというのか。 
 
連合自治会としても，お願いはしたが・・・・ 
 
埋立のところに影がない。公園みたいにして欲しい。観光客も，港に下りてくる

と汚い感じがするらしい。 
 
観光振興ということで，女木男木は備讃瀬戸の中でも綺麗な島であると思ってい

る。観光意資源が活かしきれていないということで，男木については，花の島構想

で水仙という動きが出てきている。地元が（観光振興に関する）そういう動きをす

るのであれば，市としても支援していきたい。地元がこうやっていきたいんだとい

う機運を盛り上げてもらいたい。 
 
コミュニティのことが，なかなか地域の人にうまく伝えられない。 
港の正面に港湾工事に使った機材が放置されたままになっているのも何とかして

もらいたいと思っている。また，埋立地の公園の整備にしても，年寄りがクロッケー

をできるようにしたいというようなことも話している。 
急病人や市内から島へ帰る子どもがサンポートに駐車するときに，無料で駐車で

きる場所の確保をお願いしたい。 
 
コミュニティはお互いに助け合う組織を作り上げていきましょうということで考

えていただければいいのではないか。お互いに助け合っていくのがコミュニティ。 
 
 

 


